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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 87,678 △9.8 1,135 △76.0 1,714 △68.7 294 △88.7
26年3月期第1四半期 97,174 32.2 4,736 3.8 5,485 8.7 2,617 △9.5

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 1,465百万円 （△46.5％） 26年3月期第1四半期 2,736百万円 （0.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 1.14 ―
26年3月期第1四半期 10.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 482,268 194,761 40.0
26年3月期 475,288 198,031 41.3
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 193,112百万円 26年3月期 196,411百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― ― ― 16.00 16.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） ― ― 16.00 16.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 465,000 4.2 19,000 △9.9 21,000 △8.0 13,500 0.4 52.12



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注） 詳細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３） 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３） 連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。  

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 260,324,529 株 26年3月期 260,324,529 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 1,313,012 株 26年3月期 1,310,312 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 259,012,144 株 26年3月期1Q 259,041,960 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、先進国経済には景気回復に拡がりがみ

られるものの、新興国の景気減速リスクやウクライナ、イラク、パレスチナ情勢などの国際的な地政学的リスクの

影響などにより、引き続き不透明な状況にあります。その中で、当社グループが展開する事業に関係の深いエネル

ギー分野においては、中長期的なエネルギー需要増に加え、シェール革命やガスシフトを背景とする設備投資の計

画が順調に進みました。国内経済は消費税増税による反動減の影響を受けつつも、各種経済政策の効果が波及しは

じめ、緩やかな回復が続いています。 

 このような状況下、当社グループは、シェールガスを活用する北米地域をはじめとする資源保有各国のLNG(液化

天然ガス)プロジェクトや石油・ガス関連プロジェクトへの取り組みを継続するとともに、オフショア及びアップス

トリーム分野や太陽光・太陽熱発電など、新エネルギーや再生可能エネルギー分野への進出並びに当社独自技術に

よる水素サプライチェーン構築への取り組みなど、２年目に入った中期経営計画の諸施策への取り組みを本格化さ

せています。 

 工事の遂行については、海外ではオーストラリアのLNGプラント、ベトナムでの国内顧客の進出案件やカタール、

ベネズエラでの石油関連プラント、国内ではLNG受入基地や太陽光発電設備工事などが進みました。 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間の連結受注工事高は 5,250億20百万円(前年同四半期比 704.6%増)、連

結受注残高は 1兆4,958億84百万円(前連結会計年度末比 39.5%増)、連結完成工事高は 876億78百万円(前年同四半

期比 9.8%減)となりました。また、営業利益は 11億35百万円(同 76.0%減)、経常利益は 17億14百万円(同 68.7%

減)、四半期純利益は 2億94百万円(同 88.7%減)となりました。

 LNGを中心に順調な受注高計上により受注残高も更に積み上がってきておりますが、当四半期期間は売上げ及び利

益貢献が開始されるまでの端境期にあたり、海外グループ会社の一部で業績が低迷するなどの影響を受け減益とな

りました。第２四半期以降、年度末にかけて昨年度より受注して来ている複数の大型LNG案件の貢献も始まるため、

通期予想に変更はありません。

 

 当社の報告セグメントであるエンジニアリング事業の概況は、次のとおりです。

 

（LNG・その他ガス分野）

 海外では、ロシアでのLNGプラントのEPC(設計・調達・建設)業務に参画、インドネシアでのFPU(洋上ガス処理設

備)のEPCI(設計・調達・建設・据付)業務、カナダでは将来のプロジェクト遂行サービス業務も含みとするLNGプ

ラントのFEED(基本設計)業務を受注しました。オーストラリア及び米国においてLNGプラントのEPC業務を、またモ

ザンビークでのLNGプラント及びインドネシアでのFLNG(浮体式洋上天然ガス液化)設備のFEED業務を鋭意遂行中で

す。一方、カタールでは、当社が建設したLNG・ガス処理プラントの改造・改修案件のEPCm(設計・調達・建設管理)

業務を現地グループ会社が継続して受注・遂行中です。国内では、複数のLNG受入基地建設工事やその他の既設プ

ラントの増設・改造に伴う検討業務及び工事案件を引き続き遂行しております。

 LNG・その他ガス分野は当社の重点分野であり、今後とも国内・海外、陸上・海上、在来ガス・非在来ガスの全て

について注力してまいります。

 

（石油・石油化学・ガス化学分野）

 海外では、ベトナムでの製油所・石油化学コンプレックス、カタールでの製油所のEPC業務及びベネズエラでの重

質油処理設備のEPsCm(設計・調達支援・建設管理)業務などを鋭意遂行中です。また、シンガポールのグループ会社

が、アジア地域の石油・化学等ダウンストリーム案件に関わるプロジェクトマネジメント業務を長期契約にて遂行

中です。国内では、製油所向け不均化装置のEPC業務のほか、省エネを目的とする既設装置の検討及び更新工事、大

規模震災を想定した製油所のインフラ強化の検討業務等を遂行中です。

 

（資源・一般化学・環境・その他分野）

 オフショア及びアップストリーム分野に関しては、わが国の資源開発会社に対し、資本提携した英国のエクソダ

ス・グループとサービスの提供を開始しました。

 太陽熱発電関連では、「溶融塩パラボリックトラフ型太陽熱発電」のデモプラントをイタリアで運転中であり、

新技術の実証とビジネス展開を加速させEPC案件の受注を目指しております。

 交通インフラ分野では、新モンゴル国際空港のEPC業務の遂行に加え、更なる空港案件や鉄道案件の受注に向けて

入札対応中です。水リサイクル事業では、サウジアラビアの工業排水処理/再利用モデル事業に取り組んでいるほ

か、中東では現地グループ会社による中小規模水処理EPC遂行体制の整備に着手し、関連する案件の受注に向けて営

業活動を進めております。

 その他ノンハイドロカーボン関連分野でも、国内顧客の海外進出案件に対し、鋭意営業活動を展開しておりま

す。
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 国内では、各地で太陽光発電設備(メガソーラー)のEPC業務を受注・遂行中で、引き続き案件獲得に向けグループ

遂行体制を強化し営業活動を展開しております。医薬品関連分野においては、輸液製造工場、産官学連携のナノテ

クノロジー研究開発施設、バイオ医薬品製造設備などのEPC業務を遂行しております。また、水素社会実現に向け自

社開発した水素の大量貯蔵・輸送技術を活用する水素サプライチェーンの事業化に向けて、国内外の関係者との検

討・協議を継続しております。

 

(注) セグメントごとの受注高、完成工事高、受注残高については、９頁を参照してください。

 

（２）財政状態に関する説明

(資産の部)

 有価証券の減少 225億円、受取手形・完成工事未収入金の減少 70億47百万円の一方で、ジョイントベンチャー

持分資産の増加 338億15百万円などにより、流動資産合計は 56億64百万円の増加となりました。また、投資有価

証券が 13億41百万円増加したことなどにより、固定資産合計は 13億15百万円の増加となりました。その結果、資

産合計は前連結会計年度末に比べ 69億80百万円増加しました。

 

(負債の部)

 支払手形・工事未払金の減少 217億円、未払法人税等の減少 50億95百万円の一方で、未成工事受入金の増加 

365億95万円などにより、負債合計は前連結会計年度末に比べ 102億49万円増加しました。

 

(純資産の部)

 四半期純利益を計上した一方で、配当決議などにより、利益剰余金が 44億29百万円減少した結果、純資産合計

は 1,947億61百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年5月13日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。なお、連結業績予想の前提とな

る想定為替レートも1米ドル 100円から変更しておりません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更） 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券

の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期

間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が901百万円増加し、利益剰余金が579百万円減

少しております。なお、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 37,868 37,596 

受取手形・完成工事未収入金 73,005 65,958 

有価証券 107,499 84,999 

未成工事支出金 33,826 33,701 

ジョイントベンチャー持分資産 127,466 161,281 

その他 29,433 31,226 

貸倒引当金 △3 △2 

流動資産合計 409,096 414,761 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 6,862 6,762 

土地 5,265 5,265 

その他（純額） 2,829 2,942 

有形固定資産合計 14,958 14,970 

無形固定資産    

のれん 12,395 11,872 

その他 7,113 7,410 

無形固定資産合計 19,509 19,283 

投資その他の資産    

投資有価証券 28,315 29,657 

その他 3,477 3,664 

貸倒引当金 △68 △68 

投資その他の資産合計 31,724 33,253 

固定資産合計 66,192 67,507 

資産合計 475,288 482,268 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金 145,392 123,691 

短期借入金 1,283 1,236 

1年内返済予定の長期借入金 4 4 

未払法人税等 5,513 418 

未成工事受入金 80,182 116,778 

完成工事補償引当金 507 480 

工事損失引当金 4,002 3,226 

賞与引当金 4,261 1,661 

その他 20,531 22,896 

流動負債合計 261,679 270,394 

固定負債    

長期借入金 10,018 10,017 

引当金 365 365 

退職給付に係る負債 2,080 3,126 

その他 3,113 3,603 

固定負債合計 15,578 17,112 

負債合計 277,257 287,507 

純資産の部    

株主資本    

資本金 43,396 43,396 

資本剰余金 37,112 37,112 

利益剰余金 109,525 105,096 

自己株式 △1,390 △1,393 

株主資本合計 188,644 184,211 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,920 6,508 

繰延ヘッジ損益 648 461 

為替換算調整勘定 2,486 2,127 

退職給付に係る調整累計額 △287 △196 

その他の包括利益累計額合計 7,767 8,901 

少数株主持分 1,619 1,648 

純資産合計 198,031 194,761 

負債純資産合計 475,288 482,268 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

完成工事高 97,174 87,678 

完成工事原価 88,243 80,640 

完成工事総利益 8,930 7,037 

販売費及び一般管理費 4,194 5,901 

営業利益 4,736 1,135 

営業外収益    

受取利息 359 310 

受取配当金 767 585 

持分法による投資利益 7 － 

その他 17 39 

営業外収益合計 1,150 936 

営業外費用    

支払利息 51 60 

持分法による投資損失 － 63 

為替差損 280 201 

その他 70 31 

営業外費用合計 402 357 

経常利益 5,485 1,714 

特別損失    

退職給付費用 161 － 

特別損失合計 161 － 

税金等調整前四半期純利益 5,323 1,714 

法人税、住民税及び事業税 772 550 

法人税等調整額 1,942 816 

法人税等合計 2,715 1,366 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,608 347 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △9 52 

四半期純利益 2,617 294 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,608 347 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 144 1,588 

繰延ヘッジ損益 △900 △186 

為替換算調整勘定 890 △349 

退職給付に係る調整額 － 90 

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 △25 

その他の包括利益合計 128 1,117 

四半期包括利益 2,736 1,465 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,668 1,428 

少数株主に係る四半期包括利益 67 36 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．生産、受注及び販売の状況

（単位：百万円） 

セグメントの名称 

        前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
  至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

  至 平成26年６月30日) 

受注高 
(構成比) 

完成工事高 
(構成比) 

受注残高 
(構成比) 

受注高 
(構成比) 

完成工事高 
(構成比) 

受注残高 
(構成比) 

１ エンジニアリング 
事業 

64,096 
( 98.2%) 

96,173 
( 99.0%) 

877,642 
( 99.9%) 

523,689 
( 99.7%) 

86,445 
( 98.6%) 

1,495,477 
(100.0%) 

(1) ＬＮＧプラント 
    関係 

5,266 
( 8.1%) 

40,771 
( 42.0%) 

478,090 
( 54.4%) 

469,283 
( 89.4%) 

37,363 
( 42.6%) 

1,177,749 
( 78.7%) 

(2) その他ガス関係 
1,130 

( 1.7%) 
10,522 

( 10.8%) 
45,347 

( 5.2%) 
23,877 

( 4.5%) 
8,970 

( 10.2%) 
34,971 

( 2.4%) 

(3) 石油・石油化学 
  ガス化学関係 

13,060 
( 20.0%) 

12,442 
( 12.8%) 

223,106 
( 25.4%) 

17,306 
( 3.3%) 

21,326 
( 24.3%) 

196,627 
( 13.2%) 

(4) 資源関係 50 
( 0.1%) 

1,340 
( 1.4%) 

2,731 
( 0.3%) 

362 
( 0.1%) 

15 
( 0.0%) 

459 
( 0.0%) 

(5) 一般化学・ 
  産業設備関係 

9,989 
( 15.3%) 

28,435 
( 29.3%) 

75,101 
( 8.5%) 

8,514 
( 1.6%) 

12,067 
( 13.8%)

39,378 
( 2.6%)

(6) 環境・ 
  新エネルギー・ 
  インフラ関係 

28,021 
( 42.9%) 

2,382 
( 2.4%) 

46,342 
( 5.3%) 

3,611 
( 0.7%) 

5,787 
( 6.6%) 

42,950 
( 2.9%) 

(7) その他 6,578 
( 10.1%) 

278 
( 0.3%) 

6,922 
( 0.8%) 

734 
( 0.1%) 

913 
( 1.1%) 

3,338 
( 0.2%) 

２ その他の事業 
1,151 

( 1.8%) 
1,000 

( 1.0%) 
537 

( 0.1%) 
1,331 

( 0.3%) 
1,232 

( 1.4%) 
407 

( 0.0%) 

合   計 
65,248 

(100.0%) 
97,174 

(100.0%) 
878,179 

(100.0%) 
525,020 

(100.0%) 
87,678 

(100.0%) 
1,495,884 
(100.0%) 

国   内 
31,873 

( 48.8%) 
26,593 

( 27.4%) 
132,898 

( 15.1%) 
24,686 

( 4.7%) 
30,101 

( 34.3%) 
97,646 

( 6.5%) 

海   外 33,374 
( 51.2%) 

70,581 
( 72.6%) 

745,281 
( 84.9%) 

500,334 
( 95.3%) 

57,576 
( 65.7%) 

1,398,238 
( 93.5%) 

 （注）１ 受注残高を算出するに当たっては、前連結会計年度以前に受注した工事の契約変更等による減額分並びに受

注高の調整による増額分及び外貨建契約に関する為替換算修正に伴う増減額の合計を加味しております。 

    ２ 本表の金額には消費税等は含まれておりません。 
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